
















































































































































































































































































No 項 目 内 容 F1 F2 F3 F4 共通性
13 頭の中が真っ白になった。 .827 .148 -.030 -.010 .646
17 途方に暮れた。 .735 .044 .015 -.016 .519
21 ただ呆然としていた。 .719 -.092 .092 -.002 .571
5 どう受け止めたらいいのかわからなかった。 .632 -.060 -.041 .058 .451
9 自分の置かれた状況を理解することができなかった。 .575 .053 -.067 .201 .430
1 どうしたらいいのかわからなかった。 .529 -.008 .138 -.079 .269
6 どうにかして乗り越えたいと思い，解決策を考えた。 .132 .724 -.012 -.053 .529
10 自分の力で解決しようと尽力した。 -.068 .717 -.024 .134 .491
18 とにかく頑張るしかないと思い，自分にできることに力を入れた。 -.038 .677 .036 -.073 .498
2 そのことに立ち向かうために，今後どうしていくか決めた。 -.116 .608 -.116 .094 .424
22 その状況から逃げず，きぜんとした態度を貫いた。 -.139 .538 .187 -.059 .336
25 今までの自分を省みて，直すべき点を改めた。 .134 .515 .115 -.159 .279
14 他者に協力を求め，状況の改善に手を尽くした。 .153 .439 -.092 .070 .203
23 そのことに執着しても自分が傷つくだけだと思い，あまりこだわらないことにした。 .010 .078 .680 .073 .481
19 自分にできることはないと気持ちに折り合いを付け，流れに身を任せることにした。 .222 -.050 .635 -.084 .428
7 態度を変えても何も変わらないだろうと見切りを付け，普段通りに振る舞うことにした。 .008 -.002 .601 -.108 .314
24 そのことについて考えるのが面倒になり，放っておいた。 -.025 -.026 .551 .308 .563
3 起きてしまったことは仕方がないと思い，特になにもしなかった。 -.050 -.222 .547 .041 .450
11 いつか終わりがくるだろうと腹をくくり，我慢してやり過ごすことにした。 -.044 .144 .451 .020 .193
8 そのことを考えただけで気分が悪くなるので，頭の中から追い出し，なかったことにした。 -.064 .097 .199 .653 .511
4 その物事に少し関わるだけでも不愉快になるので，徹底的に無視した。 -.074 .005 .221 .629 .540
16 全てを否定し，そのことを認めなかった。 .180 -.076 -239 .625 .462
12 そのことと直面する可能性のある物事を否定し，向き合わなかった。 .155 -.060 .019 .555 .438
因子間相関 F1 ―
F2 -.236 ―
F3 .017 -.323 ―
F4 .368 -.370 .456 ―





































































































No 項 目 内 容 F1 F2 F3 F4 F5 共通性
13 今は実現していないことでも，自分ならいつか実現させることができる。 .620 -.016 .006 .190 -.217 .492
3 この先につらいことがあっても，きっと自分なら乗り越えることができる。 .617 -.081 .115 .001 -.160 .433
12 物事に積極性を持って取り組むようにしている。 .606 .013 -.015 .072 -.210 .468
2 何事も前向きに捉えるようにしている。 .604 .015 -.230 .102 -.038 .457
31 視野が広がり，物事を様々な観点から捉えることができるようになった。 .598 -.056 -.103 -.075 .188 .344
36 我慢強く物事に向き合うことができるようになった。 .569 .073 .080 -.130 .015 .334
32 肩の力を抜いて，気を張りすぎないようにしている。 .560 -.243 .000 -.027 .221 .318
26 気持ちのコントロールができるようになった。 .545 -.020 .130 -.129 .118 .290
16 今にとらわれるより，将来を見据えることが大切だと気づいた。 .539 .025 .127 -.084 .018 .290
17 辛いことは楽観的に考え，あまり落ち込まないようにしている。 .535 -.145 -.103 .099 .090 .304
21 ふところが広くなり，思いやりの気持ちを持つことができるようになった。 .512 .256 .028 -.079 -.159 .366
27 物事を客観的に捉えるようにしている。 .482 -.122 .218 -.206 .216 .266
1 小さなことでも，幸せは沢山あると気づいた。 .456 .214 -.138 .103 -.077 .284
22 起こってもいない悪いことは，考えないようにしている。 .407 -.054 -.076 .263 -.015 .224
6 自分の気持ちを，しっかりと相手に伝えることが大切だとわかった。 .366 .239 -.045 .035 -.151 .216
4 人からどう思われているのかが気になり，顔色をうかがってしまう。 -.053 .802 -.015 -.046 -.071 .579
34 人から嫌われたくないので，自分の言動が気がかりになってしまう。 .089 .797 -.110 -.073 .204 .676
9 自分の意見が否定されることを恐れて，人に合わせてしまう。 -.063 .590 .161 -.041 -.039 .430
24 人を傷つけてしまわないか心配で，思っている通りに行動できなくなってしまう。 .055 .509 .136 .059 .107 .450
29 自分から人に話しかけようとしても，不安になり，ためらってしまう。 .007 .466 .078 .101 .234 .487
10 他者が自分の期待に応えてくれるとは，思わなくなった。 -.025 .025 .776 .027 -.108 .539
15 人の言動を信用せず，疑り深くなった。 -.064 .019 .743 .115 -.024 .648
5 今は親しい人でも，いつか自分を裏切るだろうと思い，他者を信じなくなった。 -.078 .004 .716 .119 -.108 .518
20 人は正直だとは限らないと思い，気になることがあっても追求しなくなった。 .283 .091 .505 -.024 .074 .390
30 人に気をつかっても，自分の気持ちは伝わらないと思い，他者への配慮がなくなった。 .025 -.034 .044 .666 .116 .540
35 所詮周りは敵ばかりだと思い，他者に対して攻撃的になった。 .013 -.043 .125 .638 .091 .543
25 人は自分を裏切るものだと思い，自分も裏切り行為をするようになった。 .004 -.016 .106 .621 .053 .485
33 自分は，無能な人間だと思う。 -.002 .060 -.166 .052 .853 .633
28 自分は，誰からも必要とされない人間だと思う。 -.028 .089 .050 .153 .632 .630
23 自分が存在することに，意味を見出すことができない。 -.078 .122 .068 .100 .548 .531
18 自分の言動を，無意味に思う。 -.010 .048 .271 .076 .417 .487
因子間相関 F1 ―
F2 -.001 ―
F3 -.129 .483 ―
F4 -.038 .266 .450 ―
F5 -.249 .401 .679 .416 ―



























































動揺・自失 苦境対峙 脱とらわれ 関連事象の排除
予測不可能性 .288*** -.163*** .110** .049
不可抗力感 .301*** -.082† .142*** .298***
喪失感 .445*** -.159*** .034 .194***
理不尽さ .423*** -.114** .060 .099*
***p.<.001,**p<.01,*p<.05,†p<.10
Table2-2-2 ネガティヴな経験への対処尺度各因子および経験量項目とその経験による影響尺度各因子との相関関係
自己向上感 対人怯臆 他者信頼への猜疑 負の返報返し 自己価値の否認
動揺・自失 .010 .219*** .156*** .082† .178***
苦境対峙 .424*** -.048 -.100* .022 -.143***
脱とらわれ .020 .210*** .253*** .195*** .260***
関連事象の排除 -.073 .244*** .329*** .304*** .278***
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